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１．経営成績・財政状態に関する分析

 

(1）経営成績に関する分析

①当期の経営成績

 当連結会計年度における世界経済は、米国は緩やかな回復基調で推移し、欧州においても底堅く推移いたしまし

たが、中国や新興国においては、成長スピードが鈍化し、全体では先行き不透明な状況で推移いたしました。

 わが国経済においては、企業収益や雇用情勢が改善するなど、全体としては緩やかな回復基調の中で推移いたし

ました。

 このような状況下、当社グループは、国内においては、緩やかな景気回復を受け、主要顧客先であるＩＴ関連業

種（半導体・液晶、自動組立機械、電機・電子）向けが堅調に推移したことに加え、カスタム部品／商品の大口件

名が寄与し、国内売上高は25,715百万円（前連結会計年度比4.8％増）となりました。また、海外においては、中国

での売上高がスマートフォン製造設備関連向けの需要減少により成長鈍化いたしました。一方、その他地域での売

上高が伸長し、海外売上高は18,224百万円（同3.0％増）となりました。その結果、売上高は43,939百万円（同

4.1％増）と過去最高となりました。

 利益面につきましては、パナソニック デバイスＳＵＮＸ竜野株式会社をはじめとする拠点の拡大・整備に伴う費

用の発生並びに新商品のソフトウェア開発を加速したことにより、営業利益は4,141百万円（同6.2％減）、経常利

益は4,204百万円（同12.0％減）となりました。なお、東京事業所（立川市）の土地及び建物を売却したこと等によ

り特別利益657百万円を計上した結果、親会社株主に帰属する当期純利益は3,150百万円（同0.1％増）と過去最高と

なりました。

 

 

事業別の業績概況は、以下のとおりです。

○センシングコントロール事業（ＦＡ用センサ、ＰＬＣ、プログラマブル表示器等）

国内においては、ＦＡ用センサ、ＰＬＣがＩＴ関連向けに売上高が増加いたしました。一方、海外においては、

中国での成長が鈍化いたしましたが、その他地域での売上高が増加し、前年並みで推移いたしました。その結果、

センシングコントロール事業の売上高は26,643百万円（同1.6％増）となりました。なお、ソフトウェア開発及び生

産設備増強投資を実施したことなどにより、セグメント利益は5,116百万円（同2.1％減）となりました。

 

○プロセッシング機器事業（レーザマーカ、画像処理機、紫外線硬化装置等） 

国内においては、ＩＴ関連向けが堅調に推移し売上高は前年並みとなりました。一方、海外においては、中国・

アジア向けにレーザマーカの売上高が増加いたしました。その結果、プロセッシング機器事業の売上高は9,971百万

円（同6.0％増）となりました。なお、研究開発費の増加などにより、セグメント利益は691百万円（同6.0％減）と

なりました。

 

○Ｅｃｏ・カスタム事業（エコ関連商品、カスタム部品、カスタム商品等）

国内においては、カスタム部品／商品の大口件名が寄与し売上高が増加いたしました。さらに、海外において

は、エコ関連商品の売上高が増加いたしました。その結果、Ｅｃｏ・カスタム事業の売上高は7,325百万円（同

11.2％増）となりました。なお、エコ関連商品及びカスタム部品／商品を主に取り扱っているパナソニック デバイ

スＳＵＮＸ竜野株式会社における拠点拡大費用等発生に伴い、セグメント利益は98百万円（同50.5％減）となりま

した。
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②次期の見通し

 次期の見通しにつきましては、中国をはじめとする新興国の減速懸念に加え、市場金利及び株式市場並びに外国

為替市場の混迷した状況が続くと予想され、依然として先行き不透明な状況が続くと予想されます。

 一方、当社グループの事業領域を取り巻く環境につきましては、アジアを中心とした人件費高騰を背景に、自動

化、省力化のニーズはさらに加速すると想定しています。

 

以上を踏まえ、平成29年３月期通期業績予想は下記の通りであります。 

 

     【平成29年3月期 通期連結業績見通し】

  売上高   44,000百万円 前連結会計年度比     0.1％増

  営業利益 3,800百万円 前連結会計年度比    8.2％減

  経常利益 3,900百万円 前連結会計年度比    7.2％減

  親会社株主に帰属する当期純利益 2,700百万円 前連結会計年度比   14.3％減

※上記の見通しは、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

 

 (2）財政状態に関する分析

    当連結会計年度末における総資産の残高は前連結会計年度末に比べ2,182百万円増加し、43,186百万円となりま

した。この主な要因は下記のとおりであります。

  （流動資産）

    当連結会計年度末における流動資産の残高は前連結会計年度末に比べ2,436百万円増加し、31,339百万円となり

ました。主な内容は現金及び預金が1,234百万円、たな卸資産が250百万円、預け金が628百万円増加したことによ

るものです。

  （固定資産）

    当連結会計年度末における固定資産の残高は前連結会計年度末に比べ254百万円減少し、11,847百万円となりま

した。主な内容は東京事業所売却等により有形固定資産が479百万円減少したことによるものです。

  （流動負債）

   当連結会計年度末における流動負債の残高は前連結会計年度末に比べ945百万円増加し、6,822百万円となりま

した。主な内容は仕入債務が1,006百万円増加したことによるものです。

  （固定負債）

   当連結会計年度末における固定負債の残高は前連結会計年度末に比べ527百万円増加し、1,968百万円となりま

した。主な内容は退職給付に係る負債が562百万円増加したことによるものです。

  （純資産）

   当連結会計年度末における純資産の残高は前連結会計年度末に比べ710百万円増加し、34,395百万円となりまし

た。主な内容は親会社株主に帰属する当期純利益3,150百万円による増加と、配当金の支払1,069百万円及び為替

換算調整勘定624百万円、退職給付に係る累計調整額706百万円が減少したことによるものです。

 

   当連結会計年度のキャッシュ・フローの状況

    当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、以下に記載のキャッシュ・フローにより13,336百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ1,862百万円増加いたしました。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

   営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益4,798百万円、仕入債務の増加による資金の増

加1,064百万円を計上する一方、法人税等の支払額1,327百万円及びたな卸資産の増加による資金の減少393百万円

等がありました。この結果、営業活動によるキャッシュ・フローは3,927百万円となり前連結会計年度に比べ300百

万円収入が増加いたしました。

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

   投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出2,420百万円を計上する一方、東京事業

所等の有形固定資産の売却による収入2,017百万円がありました。この結果、投資活動のキャッシュ・フローは640

百万円の支出となり、前連結会計年度に比べ1,873百万円支出が減少いたしました。

  （財務活動によるキャッシュ・フロー）

   財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払額1,068百万円等により1,086百万円の支出となり、前連結

会計年度に比べ342百万円支出が増加いたしました。
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最近3年における連結キャッシュ・フロー指標群の推移

項    目 平成26年3月期 平成27年3月期 平成28年3月期

自己資本比率 79.2％ 81.6％ 79.1％

時価ベースの自己資本比率 65.9％ 118.8％ 78.1％

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 －年 －年 －年

インタレスト・カバレッジ・レシオ 731.9倍 －倍 －倍

自己資本比率                  ：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率            ：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 ：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ   ：キャッシュ・フロー／利払い 

注 1.いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

   2.株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

  3.キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。 

   4.有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。

 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

 当社グループは、株主に対する利益還元を経営の最も重要な政策のひとつと考えております。

 剰余金の配当については、株主重視経営に向けて中期成長戦略の実行と併せ、業績に応じたより積極的な株主

還元を実施する方針で、配当性向の目標を30％程度にしています。

 当事業年度の期末配当金につきましては、1株当たり9円とさせていただきます。すでに2015年11月27日に実施

済みの中間配当金１株当たり9円と合わせまして、年間配当金は、１株当たり18円となります。 

 次期の配当金につきましては、１株当たり年間18円を実施する予定です。 
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２．経営方針

(1) 会社の経営の基本方針

当社グループは、パナソニックグループの一員として、「事業活動を通じて、世界中の人々の暮らしの向上と、

社会の発展に貢献する」という経営理念のもとに、以下の「企業理念」を定め、創業のチャレンジ精神を大切に、

広く社会に役立ち持続的に成長する企業を目指してまいります。

 

 「企業理念」

センシングとコントロールを核に

夢をかなえる技術とサービスで

お客様とともに

   ゆたかな未来をめざします

 

(2)目標とする経営指標

当社グループは、売上高及び利益の拡大を図るとともに、グループ全体の企業価値の最大化を目指しておりま

す。また、目標とする経営指標としては、「営業利益率」の向上を掲げております。

 

(3)中長期的な会社の経営戦略と対処すべき課題

当社グループを取り巻く事業環境は、中国をはじめとする新興国において景気に減速感が見られるものの、アジ

アを中心とした人件費高騰を背景に、自動化、省力化のニーズはさらに加速すると想定しています。

一方で、日本を含む先進国については、第４次産業革命（Industry4.0）を代表に工場、設備、部品のＩｏＴ（イ

ンターネットオブシングス（注））化の流れが加速し、ＦＡ（ファクトリーオートメーション）に求められる製

品・ビジネスモデルに大きな変化が起こると想定しています。

このような環境下、当社グループは、中国、新興国市場攻略をはじめとするグローバル成長戦略の加速を継続す

ることにより、基盤事業の拡大・強化に努めてまいります。

さらに、ＦＡ機器のＩｏＴ化を加速し、センシング技術・コントロール技術・レーザ応用技術・精密加工技術と

ネットワークとの融合により、新たな付加価値創造を図ってまいります。

これら成長戦略をスピードをもって推進するため、当社グループの経営資源を成長が見込まれる重点地域、分野

へ継続的に投入するとともに、パナソニックグループの経営資源及びノウハウの活用、グループ外パートナーとの

協業なども進めてまいります。

上記の持続的成長と価値向上は、人の成長なくして成し得ないものであり、事業活動を担う中で、チャレンジャ

ブルかつグローバルな人材育成に努めてまいります。

 

（注）世の中に存在する様々な「モノ」に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり、相互に通信すること

により、情報交換を行い、自動認識や自動制御、遠隔計測などを行う仕組み

 

 

３．会計基準の選択に関する基本的な考え方

  当社グループは、日本基準に基づき連結財務諸表を作成しております。今後のＩＦＲＳ（国際財務報告基準）導

入に関する動向を注視しつつ、適切に対応する体制の整備に努めてまいります。
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,689 6,923 

受取手形及び売掛金 4,455 4,612 

商品及び製品 2,342 2,498 

仕掛品 603 591 

原材料及び貯蔵品 2,500 2,607 

繰延税金資産 501 487 

預け金 11,784 12,412 

その他 1,034 1,207 

貸倒引当金 △9 △0 

流動資産合計 28,903 31,339 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 7,193 7,467 

減価償却累計額 △5,250 △4,522 

建物及び構築物（純額） 1,943 2,945 

機械装置及び運搬具 6,009 6,376 

減価償却累計額 △3,906 △4,045 

機械装置及び運搬具（純額） 2,102 2,330 

工具、器具及び備品 9,266 9,786 

減価償却累計額 △7,816 △8,123 

工具、器具及び備品（純額） 1,450 1,663 

土地 3,827 2,641 

建設仮勘定 1,175 439 

有形固定資産合計 10,499 10,020 

無形固定資産    

ソフトウエア 698 799 

ソフトウエア仮勘定 238 125 

その他 15 14 

無形固定資産合計 952 939 

投資その他の資産    

投資有価証券 179 114 

敷金及び保証金 56 98 

繰延税金資産 413 674 

その他 0 0 

投資その他の資産合計 649 887 

固定資産合計 12,101 11,847 

資産合計 41,004 43,186 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 2,620 3,088 

電子記録債務 － 538 

未払金 1,127 905 

未払費用 639 621 

未払法人税等 573 721 

賞与引当金 843 872 

その他 72 73 

流動負債合計 5,877 6,822 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,406 1,968 

その他 34 － 

固定負債合計 1,441 1,968 

負債合計 7,319 8,791 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,155 3,155 

資本剰余金 10,534 10,534 

利益剰余金 18,370 20,452 

自己株式 △64 △64 

株主資本合計 31,995 34,077 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 64 32 

繰延ヘッジ損益 － △0 

為替換算調整勘定 1,407 783 

退職給付に係る調整累計額 △22 △728 

その他の包括利益累計額合計 1,449 86 

非支配株主持分 239 232 

純資産合計 33,685 34,395 

負債純資産合計 41,004 43,186 
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（２）連結損益及び包括利益計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 42,226 43,939 

売上原価 29,272 31,222 

売上総利益 12,953 12,716 

販売費及び一般管理費 8,537 8,575 

営業利益 4,415 4,141 

営業外収益    

受取利息 102 101 

受取配当金 2 2 

受取地代家賃 35 31 

為替差益 219 － 

その他 7 6 

営業外収益合計 367 142 

営業外費用    

不動産賃貸費用 4 4 

為替差損 － 73 

その他 2 2 

営業外費用合計 7 79 

経常利益 4,775 4,204 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 64 

固定資産売却益 24 593 

特別利益合計 24 657 

特別損失    

固定資産除却損 9 62 

固定資産売却損 0 0 

特別損失合計 9 62 

税金等調整前当期純利益 4,790 4,798 

法人税、住民税及び事業税 1,379 1,487 

法人税等調整額 230 129 

法人税等合計 1,610 1,617 

当期純利益 3,179 3,181 

（内訳）    

親会社株主に帰属する当期純利益 3,147 3,150 

非支配株主に帰属する当期純利益 32 30 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 20 △32 

繰延ヘッジ損益 － △0 

為替換算調整勘定 793 △645 

退職給付に係る調整額 175 △706 

その他の包括利益合計 989 △1,384 

包括利益 4,169 1,796 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 4,104 1,787 

非支配株主に係る包括利益 64 9 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 3,155 10,534 15,954 △64 29,580 

当期変動額           

剰余金の配当     △731   △731 

親会社株主に帰属する
当期純利益     3,147   3,147 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 2,416 △0 2,415 

当期末残高 3,155 10,534 18,370 △64 31,995 

 

               

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 繰延ヘッジ損益 

為替換算調整勘
定 

退職給付に係る
調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 44 － 646 △198 492 191 30,264 

当期変動額               

剰余金の配当             △731 

親会社株主に帰属する
当期純利益             3,147 

自己株式の取得             △0 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 

20 － 761 175 957 48 1,005 

当期変動額合計 20 － 761 175 957 48 3,421 

当期末残高 64 － 1,407 △22 1,449 239 33,685 
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当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 3,155 10,534 18,370 △64 31,995 

当期変動額           

剰余金の配当     △1,069   △1,069 

親会社株主に帰属する
当期純利益     3,150   3,150 

自己株式の取得       △0 △0 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）           

当期変動額合計 － － 2,081 △0 2,081 

当期末残高 3,155 10,534 20,452 △64 34,077 

 

               

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

繰延ヘッジ損益 
為替換算調整勘

定 
退職給付に係る

調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 64 － 1,407 △22 1,449 239 33,685 

当期変動額               

剰余金の配当             △1,069 

親会社株主に帰属する
当期純利益             3,150 

自己株式の取得             △0 

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △32 △0 △624 △706 △1,363 △7 △1,371 

当期変動額合計 △32 △0 △624 △706 △1,363 △7 710 

当期末残高 32 △0 783 △728 86 232 34,395 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 4,790 4,798 

減価償却費 1,341 1,579 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △318 △457 

賞与引当金の増減額（△は減少） 31 33 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △8 

受取利息及び受取配当金 △104 △104 

為替差損益（△は益） △120 △12 

投資有価証券売却損益（△は益） － △64 

固定資産除売却損益（△は益） △14 △530 

売上債権の増減額（△は増加） △151 △249 

たな卸資産の増減額（△は増加） △319 △393 

仕入債務の増減額（△は減少） △197 1,064 

未払金の増減額（△は減少） 75 △134 

その他 △149 △371 

小計 4,859 5,150 

利息及び配当金の受取額 104 104 

法人税等の支払額 △1,336 △1,327 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,627 3,927 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

預け金の預入による支出 △12,000 △12,000 

預け金の払戻による収入 12,000 12,000 

有形固定資産の取得による支出 △1,949 △2,420 

有形固定資産の売却による収入 30 2,017 

無形固定資産の取得による支出 △594 △315 

投資有価証券の売却による収入 － 79 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,513 △640 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △731 △1,068 

非支配株主への配当金の支払額 △12 △17 

財務活動によるキャッシュ・フロー △744 △1,086 

現金及び現金同等物に係る換算差額 570 △338 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 940 1,862 

現金及び現金同等物の期首残高 10,533 11,474 

現金及び現金同等物の期末残高 11,474 13,336 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年

９月13日）等を当連結会計年度から適用し、当期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表

示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前連結会計年度については、連結財務諸表の組替え

を行っております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は本社に製品別の事業部を置き、各事業部は、取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、

事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は、事業部を基礎とした製品別のセグメントから構成されており、「センシングコントロール事

業」、「プロセッシング機器事業」、「Ｅｃｏ・カスタム事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「センシングコントロール事業」は、ＦＡ用センサ、ＰＬＣ、プログラマブル表示器等を生産しております。「プ

ロセッシング機器事業」は、レーザマーカ、画像処理機、紫外線硬化装置等を生産しております。「Ｅｃｏ・カスタ

ム事業」は、エコ関連商品、カスタム部品、カスタム商品等を生産しております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自平成26年４月１日  至平成27年３月31日) 

      （単位：百万円） 

 
センシング 
コントロール 

プロセッシング 
機器 

Ｅｃｏ・カスタム 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 26,230 9,409 6,586 42,226 

セグメント間の内部売上高又は振

替高 
－ － － － 

計 26,230 9,409 6,586 42,226 

セグメント利益 5,227 735 199 6,163 

セグメント資産 12,998 3,126 3,488 19,613 

その他の項目        

減価償却費 722 234 308 1,265 

有形固定資産及び無形固定資産 

の増加額 

1,383 287 811 2,483 
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当連結会計年度(自平成27年４月１日  至平成28年３月31日) 

      （単位：百万円） 

 
センシング 
コントロール 

プロセッシング 
機器 

Ｅｃｏ・カスタム 合計 

売上高        

外部顧客への売上高 26,643 9,971 7,325 43,939 

セグメント間の内部売上高又は振

替高 
－ － － － 

計 26,643 9,971 7,325 43,939 

セグメント利益 5,116 691 98 5,907 

セグメント資産 12,519 3,153 4,337 20,011 

その他の項目        

減価償却費 910 247 341 1,500 

有形固定資産及び無形固定資産 

の増加額 

1,802 311 632 2,746 

 

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

          （単位：百万円）
 

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 6,163 5,907

全社費用（注１） △1,818 △1,844

調整額（注２） 70 78

連結財務諸表の営業利益 4,415 4,141

 （注）１ 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

    ２ 調整額は、主に報告セグメントが負担する一般管理費の配賦差異であります。

 

           （単位：百万円）
 

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 19,613 20,011

全社資産（注） 21,390 23,175

連結財務諸表の資産合計 41,004 43,186

 （注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない現金預金等であります。

          （単位：百万円）

その他の項目

報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会計
年度

当連結会計
年度

前連結会計
年度

当連結会計
年度

前連結会計
年度

当連結会計
年度

減価償却費 1,265 1,500 75 79 1,341 1,579

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額（注）

2,483 2,746 43 20 2,526 2,766

 （注）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、本社建物の設備投資額であります。

 

 

- 13 -

パナソニック デバイスＳＵＮＸ㈱（6860）平成28年３月期決算短信



（１株当たり情報）

項目
前連結会計年度

（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

１株当たり純資産額 594円34銭 607円10銭

１株当たり当期純利益金額  55円93銭  55円99銭

 （注）１ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

    ２ １株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

（自 平成26年４月１日
  至 平成27年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成27年４月１日
  至 平成28年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額(百万円) 3,147 3,150

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

金額(百万円)
3,147 3,150

普通株式の期中平均株式数(千株) 56,274 56,273

 

（重要な後発事象）

     該当事項はありません。
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